
海の見える公園での着座者の利用行為に関する研究 
―横浜市臨港パークを対象として― 

A Study on behavior of seated people in the park at a waterfront area. 
- A case study of the Rinkoh Park in Yokohama- 
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This study aims to clarify the characteristic of bench users in the waterfront park. For this study, we 

investigated the actual conditions and evaluation of bench users in this park. And we showed the feature of stay 
time and behavior depending on the location of benchs (through observational investigation).  As a result, we 
understood that people choose this park because they can see the sea. People eat and drink in the place where 
they can command a prospect of the sea. In addition, they do simple activities, such as smoking or using a 
cellular phone, behavior in the place where accessibility is high. 
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1.研究の背景と目的 
現代は、多くの場面で精神的・肉体的ストレスを感じる

ストレス社会と言われており、ストレス解消の空間が求め

られている。水は「癒し」「安らぎ」機能を有するものとし

て着目されており、このようなストレス解消空間として期

待されている。都市における憩いやくつろぎのある空間と

して、ウォーターフロントや川沿いの空間が整備され、こ

れらは海の眺望性や川の親水性などが重視されている。本

研究では、このような憩い空間の一つとして海の見える公

園を対象に、その利用者の特性や利用行為を明らかにする。

くつろぎ行為に着目するために、特に着座者を対象にして、

着座者のベンチ利用傾向とベンチの特性別にみた着座者の

利用行為について明らかにすることを目的とする。 
すでに、都市とウォーターフロントの近接性についての

研究 1）や、ウォーターフロントにおける都市区画整理事業

についての研究 2）、また、ベンチの着座向きについての研

究 3）、利用特性から見たすわりスペースと行為の関係につ

いて研究 4）が行われている。本研究では、海の見える公園

においてのベンチの設置場所と行為の関係を明らかにする

ことにより、憩える空間創出のための知見を得ることを目

的とする。 
 
２.調査地の概要と調査方法 
２-１.横浜港が臨める公園 
 横浜港を臨める７つの公園のうち、ウォーターフロント

に面していて様々な利用が見られる臨港パークを調査対象

地とする。 

２-２.臨港パークの特徴 
本研究の調査地である臨港パークは、みなとみらい駅か

ら約550mの位置にあり、東側一面に横浜港が広がってい
る。園内は入口エリア、芝生エリア、水路エリア、水路横

ベンチエリア、駐車場などのエリアに区分でき、会議・展

示場に併設されており、周辺には商業施設や高層マンショ

ンが立ち並ぶ。また売店やトイレ、駐車場が完備されてお

り、休日には時々イベントが開催されている。当公園は横

浜市港湾局が所有する港湾緑地で、現在はパシフィコ横浜

が運営している。 

 
 
２-３.調査対象地の特徴 
園内にいくつかのエリアを持つ当公園のなかでも、海の

見易さと着座のしやすさを考え、ベンチのある入口エリア

と水路横エリアの2エリアを調査エリアとし、入口からの
アクセス性を考慮したうえでさらにA～Fの6エリアに分
類した。ベンチの形、海の見え方のベンチ数に関しては

以下の表に載せる。 
公園名 山下 新港P メモリアルP 臨港P

面積（約）（㎡） 75,000 2,000 5,500 93,000

最寄駅 元町中華街 みなとみらい みなとみらい みなとみらい

駅からの距離(m) 300 600 700 550

エリア名 山下 みなとみらい みなとみらい みなとみらい

立地特性 海に面する 海に面する 海に面する 海に面する

公園名 赤レンガP 大桟橋屋上 港の見える丘

面積（約）（㎡） 5,500 44,000(全体) 58,000 出展：5)～7)を

最寄駅 日本大通り 日本大通り 元町中華街 参考に作成

駅からの距離(m) 800 700 450

エリア名 みなとみらい 山下 山手

立地特性 海に面する 海に面する 海が見える

表1．横浜港が臨める公園 

図１.臨港パーク全体図 
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２-３-１.入口エリア 
 着座可能なエリアとしてA,Bの２つに区分した。Aエリ
アは入口すぐの場所にあり、B エリアは A エリアから約
40ｍで主要通路に面している。ベンチは背もたれなしの長
方形型と正方形型の２種類のベンチが設置されており、A
エリア8席、Bエリア7席の計15席設置されている。 

 
 
 
2-3-2.水路横ベンチエリア 
 着座可能なエリアとしてC～Fの4エリアに区分した。
Cエリアは入口から約 160ｍの位置にあり、水路横ベンチ
エリアの入口付近である。Dエリアは入口から約200ｍ、
Eエリア入口から約 210ｍの位置にあり、水路に沿って弧
を描いている。Fエリアは植え込みの縁の部分であり入口
から約 200ｍの位置にある。Cエリアは入口エリアと同様
の 2種類のベンチが 10席、D,Eエリアは背もたれのある
ベンチがDエリア23席、Eエリア13席設置されている。
Fエリアは5箇所設置されている。 

 
 
 
 
2-4.調査方法 
対象エリアの着座者を対象に、利用ベンチ、年代と性別、

行為などの利用状況を目視での観察調査とアンケート・イ

ンタビュー調査を同時進行で行い、調査用紙に記録した。

各調査エリアを平日休日 2日ずつ行い、観察調査を午前 9
時から午後 17 時、アンケート・インタビュー調査を午前
10時から午後15時まで実施した。利用者属性の年代設定
については調査者の判断によるものとする。 

9月23日は隣施設でのイベント行事、9月25日の夕方、
10月7日の朝はテレビ撮影が行われていたため、エリア内
ベンチの利用に多少の影響が生じている。 

 

 
3.着座者の公園利用傾向 
当公園に関する印象や利用状況について計７項目のイ

ンタビューとアンケートを行った。 
居住地は西区周辺が多く、周辺住民の利用が多いことが

わかる。市外からは遊びやイベント参加目的で来園する人

のほか、隣接する会議・展示場利用者の来園も確認するこ

とができた。利用頻度は月 1～3 回が多いが、結果から 5
ヶ月以内には再度来園する傾向が見られ、比較的定期的に

利用されている。選定理由は「海が見える」が最も多い結

果であったが、3位には「のんびり」「広い」などゆったり
した空間を連想させるような理由が多く集まった。来園目

的は散歩コースの一部という回答が多い結果であった。そ

のほかには着座を伴うであろう目的が挙がった。 
項目別評価は各項目過半数を超えており、高めの評価で

ある。特に、「開放感」「海の眺望」は高い割合を占めてい

る。総合評価は「不満・やや不満」の回答者はおらず、「満

足・やや満足」が90％近くを占めており、高めの評価であ
ることがわかる。やってみたいことは比較的一人でゆっく

りするような内容が目立つ。これらから、当公園は全体的

に比較的満足度の高い公園であると言えるだろう。 
 

※注(5)の数値は「良い・やや良い・普通・やや不快・不快」の５段階中、
「良い・やや良い」の数値を足し合わせたものとする。 
 

休日 平日 休日 平日
9月23日 9月25日 9月28日 10月7日

最高気温(℃) 27 28 19 26
最低気温(℃) 18 20 16 17
天気 晴 晴 曇 晴
観察者数 262 117 122 107
アンケート数 30 23 15 14

日程
水路横 入り口

1位西区 13件17% 53件65%
2位中区 8件10% 47件57%
南区 6件 7% 70件85%
神奈川区 6件 7% 70件85%

53件65%
8件10% 75件91%
8件10% 73件89%
25件30%
14件17% 21件26%
27件33% 51件62%

10件12%
1位海が見える 19件23% 0件 0%
習慣 9件11%
他施設から近い 9件11%1位一人でのんびり22件27%
のんびりできる 8件10%2位ピクニック 18件22%
人が少ない 8件10%3位散歩 8件10%
広い 8件10% 読書 7件 9%
会議・展示場から近い8件10% 昼寝 7件 9%

1位散歩 24件29%
休憩 18件22%
飲食 18件22%

4位暇つぶし 11件13%

2位

4位

(1)居住地 (5)項目別評価　※注

3位

2位

①安全性
②利便性
③快適性
④緑の豊かさ

(2)当公園の利用頻度 ⑤清潔感
①ほぼ毎日（週５～７） ⑥開放感
②週１～４ ⑦海の眺望
③月１～３ (6)当公園の総合評価
④２～５か月に１～４回 ①満足
⑤半年に１回以上 ②やや満足

(4)来園目的

(3)当公園の選定理由 ③普通
④やや不満・不満
(7)公園でやってみたいこと

4位

表4.着座者の公園の利用傾向 

表3.調査日程 

図2．入口エリア 

図3.水路横ベンチエリア 
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4.着座者のベンチ利用傾向 
着座者のベンチの利用形態として、行為について着目す

る。観察件数は4日間で608件。行為が複数行われている
ものに関しては両行為をカウントすることとした。結果、

下の表.6の通り、最も多い行為は「休憩」で503件(83％)
確認できた。次いで「雑談」218件(36％)、「飲食」132件
(22％)が多く確認することができた。 
 
4-1.滞在時間と行為の関係 
 それぞれ「休憩」が一番多くなり、次いで多かったのが、

滞在時間帯で見ると、0～30分未満で「雑談」、30分～60
分未満で「雑談」「飲食」、1 時間～2 時間未満で「雑談」、
「飲食」、「寝る」2時間以上で「寝る」、「読書」となった。
比較的短時間で済ませられる様な行為は行為終了後すぐに

席を立ち短時間滞在と繋がり、のんびりと過ごす行為が２

時間以上の長時間滞在に繋がっていた。 

4-2.時間帯と行為の関係 
「休憩」は全時間帯で半数以上を占める結果となった。 
「携帯」は早朝の9時代に多く、「寝る」「喫煙」が午前の
比較的早い時間帯に多く確認することができた。9 時代に
カウントされている「寝る」行為は、40代以降の男性が多
く、調査開始時間の午前9時前から開始されているケース
が多く、残暑が残る9月の涼しい時間帯に行われているよ
うであった。「飲食」は9時代では弁当を持参しての朝食、
11時代や12時代は昼食をとっている姿が多く観察するこ
とができた。「雑談」は昼頃から多くなる傾向も見られた。

午前には比較的様々な行為がみられ、午後になると「休憩」

「雑談」などに行為が集中する傾向が見られた。 

4-3.アクセス性と行為の関係 
入口からのアクセス性を考慮して分けたA～Fエリアに
関して、そこで行われる行為の傾向について比較をおこな

った。 
どのエリアでも「休憩」は多く見られる行為である。ア

クセス性の高いエリアでは、「飲食・携帯・喫煙」の割合が

高くなっている。逆に、最もアクセス性の高いAエリアで
の「雑談」の割合は低めである。また、Aエリアよりはア
クセス性が低くなるBエリアでの「喫煙」の割合も低めで
ある。これは、Aエリアに喫煙所が設けてあるため、入口
エリア内でも差が生じていると考えられる。一方、アクセ

ス性の低いエリアでは「寝る・雑談・読書」の割合が高く

なっている。また、どのエリアでも休憩の割合は高くなっ

ているが、中でも落ち着いた雰囲気を持つ Bエリア Dエ
リアはより割合が高くなっている。Fエリアはベンチ群内
にあるベンチではないエリアなので、利用者が少なく他の

エリアほど多様な行為が見られなかったと考えられる。 

4-4.海の見え方と行為の関係 
海の見え方

を「正面、45
度、90度以上、
見えない」の

4 つに分けた。
ただし、背も

たれのないベ

ンチは海のあ

る東側を向い

て座ることと

して考える。

海が正面に望

める場所での

着座件数が多く、はやり、海がよく見える場所の人気が高

いと言える。 
「休憩」はどの角度でも一番多く見られるが、45度のエ
リアは若干低めの割合であった。また、「雑談」はどの角度

でも比較的多く見られる。海が正面に臨めるエリアでは「飲

食・喫煙」の割合が高く、「読書」の割合は低くなっている。

顔を傾ければ見えるエリアでは「寝る・雑談」の割合が高

く、「読書」も高めの傾向にある。見えないエリアでは「休

憩・読書」が多く、「飲食」も多めの傾向にある。 

飲食 寝る 雑談 休憩 読書 携帯 喫煙 他

95 23 127 303 19 25 44 25

26% 6% 34% 82% 5% 7% 12% 7%

11 9 25 43 5 2 2 10

18% 15% 40% 69% 8% 3% 3% 16%

18 19 41 97 13 8 12 13

16% 17% 36% 84% 11% 7% 10% 11%

20 8 34 86 11 5 10 8

21% 8% 36% 91% 12% 5% 11% 8%

62

115

95

正面

45度

90度以上

見えない

角度
着座
件数

行為（上段：実数、下段：％）

369

表8.海の見え方別でみた利用行為の傾向 

※着座者はベンチごとにカウントしており、一部

ダブルカウントを含む 
※構成比の母数は着座件数とする 

飲食 寝る 雑談 休憩 読書 携帯 喫煙 他

11 16 7 40 7 8 7 3
15% 22% 10% 56% 10% 11% 10% 4%
14 13 13 63 6 6 11 9
13% 12% 12% 57% 5% 5% 10% 8%
26 10 32 74 9 2 8 8
17% 7% 21% 49% 6% 1% 5% 5%
31 9 22 67 9 3 8 8
20% 6% 15% 45% 6% 2% 5% 5%
21 14 39 105 5 2 12 7
10% 7% 19% 50% 2% 1% 6% 3%
25 11 31 81 10 5 7 8
14% 6% 18% 46% 6% 3% 4% 5%
17 9 39 111 16 5 13 6
9% 5% 20% 56% 8% 3% 7% 3%
13 6 43 92 12 12 8 8
8% 3% 25% 53% 7% 7% 5% 5%

200

173

152

149

210

177

時 間帯
行為（上段：実数、下段：％）

9： 00～

10： 00～

着座
件数

72

110

15： 00～

16： 00～

11： 00～

12： 00～

13： 00～

14： 00～

表6.時間帯別でみた利用行為 

※着座件数は時間帯ごとにカウントしており、一部ダブルカウントを含む 
※構成比の母数は着座件数とする 

飲食 寝る 雑談 休憩 読書 携帯 喫煙 他
69 20 161 362 18 18 37 28
16% 5% 36% 82% 4% 4% 8% 6%
44 11 37 88 16 10 18 10
43% 11% 36% 85% 16% 10% 17% 10%
16 15 18 43 7 7 7 5
33% 31% 38% 90% 15% 15% 15% 10%
3 6 2 10 5 0 1 3

21% 43% 14% 71% 36% 0% 7% 21%

132 52 218 503 46 35 63 46

22% 9% 36% 83% 8% 6% 10% 8%

行為（上段：実数、下段：％）

00:00～00:30

00:30～1:00

着座
件数

　滞在時間
 以上　未満

443

608計

103

1:00～2:00

2:00～

48

14

表5.滞在時間別で見た利用行為の傾向 
 

※着座件数は滞在時間ごとにカウントしており、一部ダブルカウントを含む 
※構成比の母数は着座件数とする 

飲 食 寝 る 雑 談 休 憩 読 書 携 帯 喫 煙 他

3 5 9 1 9 8 1 7 1 0 2 9 8

3 0 % 8 % 1 7 % 7 0 % 6 % 9 % 2 5 % 7 %

4 3 9 5 2 1 1 1 8 1 3 5 8

3 5 % 7 % 4 2 % 9 0 % 6 % 1 0 % 4 % 6 %

1 5 5 4 8 1 0 1 4 2 1 0 7

1 3 % 4 % 4 1 % 8 6 % 3 % 2 % 9 % 6 %

3 2 2 1 5 9 1 5 3 2 3 1 2 1 7 2 0

1 9 % 1 2 % 3 4 % 8 9 % 1 3 % 7 % 1 0 % 1 2 %

1 7 1 5 4 1 7 3 6 3 7 1 1

1 7 % 1 5 % 4 0 % 7 1 % 6 % 3 % 7 % 1 1 %

2 0 8 1 0 0 0 0 2

1 5 % 0 % 6 2 % 7 7 % 0 % 0 % 0 % 1 5 %

1 4 4 5 9 2 2 7 5 2 9 4 8 4 0 6 8 5 6

2 2 % 9 % 3 5 % 8 2 % 7 % 6 % 1 1 % 9 %
計 6 4 4

行 為 （上 段 ：実 数 、下 段 ：％ ）

A

1 1 7

1 7 2

B

1 1 5

1 2 4

エ

リ

ア

着 座

件 数

1 0 3

1 3

C

D

E

F

表7.アクセス性別でみた利用行為の傾向 

※着座件数はベンチごとにカウントしており、一部ダブルカウントを含む 
※構成比の母数は着座件数とする 
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4-5.着座者の着座意識 
「ベンチがある」が 82％、「海が見える」が 65％、「緑
がある」が60％、「開放感がある」が54％で、着座の要素
には、着座できる場所であることが第一の選定のポイント

となり、「海」という要素もまた、着座場所の選定に影響を

与える要素であることがわかる。 
エリア別にみると、「木陰がある」は入口エリアが水路

横エリアの半数に成っていることがわかるが、これは調査

を行っていくうえで、季節や天候の移り変わりが大きく関

係していると考えられる。「開放感がある」「清潔感がある」

は比較的閉鎖的な水路横エリアより、東側に障害物がなく

海を臨むことができる入口エリアの割合の方が高めであっ

た。「他施設との隣接性」に関しては、隣接性を重視してい

る人は、入口エリアに集まる傾向にあることもわかる。「海

がみえる」は入口エリアに多い回答であった。 
 

 
5.まとめと考察 
5-1.まとめ 
当公園の選定理由に「海が見えるから」という回答が多

く、ベンチの選定理由にも「海が見える」が多く得られて

事から、来園者にとって「海」は重要な要素であり、好ん

で海の見える空間を選んでいることがわかる。 
しかし、着座者の滞在時間は15分未満の短期型が多く、
必ずしも海を眺めつつゆっくりとくつろいでいるわけでは

ない。人々の移り変わりは9時からお昼にかけて増え、13
時代、15時代に多くなり、その後はあまり大きな変化はみ
られないことがわかった。 
滞在時間と行為の関係としては、手軽に行うことのできる

「飲食」「雑談」などの行為は短期滞在、ゆったりと行われ

る「寝る」「読書」などの行為は長期滞在につながることが

わかった。時間帯と行為の関係は午後より午前の方が多様

な行為が見られ、午後に近づくにつれ、「休憩」や「雑談」

など行為が中心となる傾向にある。アクセス性と行為の関

係はアクセス性の高いエリアでは「飲食」・「携帯」・「喫煙」

など手軽な行為が多く、アクセス性の低い静かな雰囲気の

エリアでは「寝る」、「読書」など静けさが好まれる行為が

多い結果となった。また、海が見えやすいエリアでは「飲

食」、「喫煙」など手軽な行為が多く、海を見ながら行われ

る傾向があるようであった。一方海の見えにくいエリアで

は「寝る」、「読書」などくつろぐ行為が多くなる結果とな

った。 
 
5-2.考察 
本調査地の利用の特徴は、海を求めて来園し、「休憩」

すると言う利用が多く、着座場所も海が正面に見えるベン

チの人気が高い。利用者は、海の眺望とくつろぎや憩いを

求めていると言える。利便性が高いことから、短時間滞在

も多く、海を眺めて気晴らしをしつつ、飲食や喫煙をする

という行為も多い。その一方で、海を眺めつつ休憩や雑談

を楽しむ長時間滞在も多く確認された。 
海の見える場所での行為は、「飲食」、「喫煙」が他と比

較すると多いが、「休憩」「雑談」も多く、「休憩」や「雑談」

と「飲食」「喫煙」をしつつ海を楽しむという利用がなされ

ている。なお、「喫煙」は、海の眺望性との関係が確認され

た行為ではあるが、本調査地では海の見えやすい場所とア

クセス性の高い場所が一致していたために、本来はアクセ

ス性の高さとの関係性が高い行為と考えている。「寝る」は

アクセス性の低いエリアで多かったが、本研究では触れて

いないが、これには木陰の要素など他の要素も関係してく

るのではないだろうか。 
今後の課題としては、本調査地において、アクセス性の

高さと海の見え方が一致していたため、調査結果において

アクセス性が高いから行われた行為であるのか、海が見え

やすいから行われた行為であるのかは判断し難い。今後、

このようなものを判断できる場所を選定し、調査を行う必

要がある。 
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実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

34 64% 15 52% 49 60%

32 60% 9 31% 41 50%

46 87% 21 72% 67 82%

1 2% 0 0% 1 1%

5 9% 1 3% 6 7%

5 9% 2 7% 7 9%

24 45% 8 28% 32 39%

22 42% 17 59% 39 48%

26 49% 18 62% 44 54%

7 13% 8 28% 15 18%

見える 30 57% 23 79% 53 65%

見えない 0 0% 0 0% 0 0%

多い 0 0% 0 0% 0 0%

少ない 15 28% 6 21% 21 26%

出入り口 0 0% 4 14% 4 5%

会議・展示場 0 0% 1 3% 1 1%

他施設 0 0% 1 3% 1 1%

会社 0 0% 0 0% 0 0%

その他 0 0% 0 0% 0 0%

53 29 82アンケート件数

海の眺望性

人の多さ

特定場所から
の
近接性

風が心地よい

雰囲気が落ち着く

開放感がある

清潔感がある

入口 計                    エリア
選定理由

水路横

トイレの場所が近い

飲食物を購入しやすい

緑がある

木陰がある

ベンチがある

街灯がある

表9.着座者の着座意識 
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